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令和 8（2026）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程/外国人留学生選抜）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （中国文学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 2 枚です。］ 

 

 

Ⅰ 次に挙げる二首の詞を読んで、後の問いに答えよ。解答はすべて日本語を用いること。 

 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

唐圭璋編、『全宋詞』、中華書局、1965 年、931・1880‐1881 頁。一部改変。 

 

 

 

 

 

 

問一 二首の押韻について、韻字をすべて挙げながら説明せよ。 

問二 二首を日本語訳せよ。 

問三 二首はともに愁いについて表現しているが、その表現手法や表現内容はどのように

異なるか。二首の全体を踏まえて分析せよ。 

 

 

 

 

Ⅱ 次に挙げる文章を読んで、後の問いに答えよ。解答はすべて日本語を用いること。 

 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

吉川幸次郎、『宋詩概説』、岩波書店、1962 年、34―35 頁。 
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問一 下線部を日本語訳せよ。 

問二 下線部において「習慣となった」と述べているが、何が「習慣」となったのか。ま

た、作者がそれを「惰性的な」「習慣」と見なしたのはなぜか。その論理について

分析せよ。 

問三 上の文章は、どのような視点から唐詩と宋詩の相違を論じているのか。中国文学史

の全体を視野に入れながら、考えるところを自由に述べよ。 
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令和 8(2026)年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

(博士前期課程/外国人留学生選抜)入学者選抜試験問題 

人文学専攻 (比較・対照言語学受験分野) 筆記試験 

[問題用紙は 3 枚です。] 

(1 枚目/3 枚中) 

 

★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 

 

I. つぎの A、B の英文を読んで、それぞれ日本語でその内容を簡潔にまとめなさい。 

A.  

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

MacDonald, Jonathan E. (2008) The Syntactic Nature of Inner Aspect: A Minimalist Perspective. 

John Benjamins.p.2, l 3 - p.2,l 23 
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(2 枚目/3 枚中) 

B.  

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

Portner, Paul; Heusinger, Klaus; Maienborn, Claudia (eds.) Semantics: Noun Phrases and Verb 

Phrases. Mouton. (Kindle Edition.) に掲載の Carlson, Greg. (2019) “Genericity.”（ただし、出題の

ため一部改変あり） 

 

 

II. つぎの項目のうち 5 つを選び、その内容を英語あるいは日本語で簡潔に説明しなさい。どの項

目を選んだかわかるように番号を付すこと。 

 

(1) entailment  (6)  unergative verbs 

(2) intersective adjectives  (7)  cognate object 

(3) suppletive forms  (8)  complementary distribution  

(4) phonemes  (9)  there constructions 

(5) derivational and inflectional morphemes (10)  causative alternation 
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(3 枚目/3 枚中) 

III. 次の日本語の文を読んで、英語でその内容を簡潔に表しなさい。 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです 

久野暲・高見健一 (2022)『謎解きの英文法 助動詞』くろしお出版. 6頁19行〜7頁16行（ただ

し、出題のため一部改変あり） 

 

 

IV. 大学院入学後の研究計画について、英語あるいは日本語で説明しなさい。字数制限はありま

せん。 
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令 和 八 （ 二 〇 二 六 ） 年 度 
大 阪 大 学 大 学 院 人 文 学 研 究 科 人 文 学 専 攻 ・ 日 本 学 専 攻 基 盤 日 本 学 コ ー ス ・ 芸 術 学 専 攻  

（ 博 士 前 期 課 程 ／ 外 国 人 留 学 生 選 抜 ） 入 学 者 選 抜 試 験 問 題 

日 本 学 専 攻 （ 日 本 文 学 ・ 日 本 語 史 学 受 験 分 野 ） 筆 記 試 験  

［ 問 題 用 紙 は 七 枚 で す 。 ］ 

（ 一 枚 目 ／ 七 枚 中 ） 

一  次 の 文 章 は 藤 原 道 綱 母 の 『 蜻 蛉 日 記 』 の 康 保 三 年 八 月 の 部 分 で す 。 こ れ を 読 ん で 、 後 の

問 い に 答 え な さ い 。 （ こ の 問 題 に つ い て は 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ と ） 
 

＊ か か る 所 を も 、 取 り 繕 ひ 関 は る 人 も な け れ ば 、 い と 悪
あ

し く の み な り ゆ く 。 こ れ を つ れ な く

出 で 入 り す る は 、 こ と に 心 細 う 思 ふ ら む な ど 、 深 う 思 ひ よ ら ぬ な め り な ど 、 ち ぐ さ に 思 ひ 乱

る 。 ① 「 こ と し げ し 」 と い ふ は 、 な に か 、 こ の 荒 れ た る 宿 の 蓬 よ り も し げ げ な り と 、 思 ひ な

が む る に 、 八 月 ば か り に な り に け り 。 

心 の ど か に 暮 ら す 日 、 は か な き こ と 言 ひ 言 ひ の 果 て に 、 我 も ＊ 人 も 悪
あ

し う 言 ひ な り て 、 う ち

怨 じ て 出 づ る に な り ぬ 。 端 の か た に 歩 み 出 で て 、 ＊ 幼 き 人 を 呼 び 出 で て 、 「 我 は 今 は 来
こ

じ と

す 」 な ど 言 ひ 置 き て 、 出 で に け る す な は ち 、 ② 這 ひ 入 り て 、 お ど ろ お ど ろ し う 泣 く 。 「 こ は な

ぞ 、 こ は な ぞ 」 と 言 へ ど 、 答
い ら

へ も せ で 、 論
ろ ん

な う 、 さ や う に ぞ あ ら む と 推
お

し 量
は か

ら る れ ど 、 人 の

聞 か む も う た て も の ぐ る ほ し け れ ば 、 問 ひ さ し て 、 ＊ と か う こ し ら へ て あ る に 、 五 六 日 ば か

り に な り ぬ る に 、 音 も せ ず 。 例 な ら ぬ ほ ど に な り ぬ れ ば 、 「 あ な も の ぐ る ほ し 、 た は ぶ れ ご と

と こ そ 我 は 思 ひ し か 、 は か な き 仲 な れ ば 、 か く て や む や う も あ り な む か し 」 と 思 へ ば 、 心 細

う て な が む る ほ ど に 、 出 で し 日 使 ひ し ＊ 泔 坏
ゆ す る つ き

の 水 は 、 さ な が ら あ り け り 。 上 に 塵
ち り

ゐ て あ り 。

か く ま で と 、 あ さ ま し う 、 
  ③ 絶 え ぬ る か 影 だ に あ ら ば 問 ふ べ き を 形 見 の 水 は 水 草

み く さ

ゐ に け り  

な ど 思 ひ し 日 し も 、 見 え た り 。 例 の ご と に て や み に け り 。 ④ か や う に 胸 つ ぶ ら は し き 折 の み

あ る が 、 世 に ＊ 心 ゆ る び な き な む 、 わ び し か り け る 。 

（ 『 蜻 蛉 日 記 』 よ り ） 
 

注  か か る 所― 筆 者 の 家 。 人― 兼 家 。 幼 き 人― 道 綱 。 と か う― あ れ こ れ と 。 
  泔 坏 （ ゆ す る つ き ）― 頭 髪 を 洗 い く し け ず る 水 を 入 れ る 器 。  
  心 ゆ る び― く つ ろ い だ 気 持 ち に な る こ と 。 気 が 休 ま る こ と 。 
 

問 一  傍 線 部 ① は 、 兼 家 の 言 葉 に 対 し て 、 筆 者 が ど の よ う に 考 え て い る も の か 。 内 容 を 詳 し

く 説 明 し な さ い 。 

問 二  傍 線 部 ② に つ い て 、 な ぜ こ の よ う な 状 況 に な っ て い る か 。 詳 し く 説 明 し な さ い 。 

問 三  傍 線 部 ③ の 和 歌 に つ い て 、 誰 の ど の よ う な 「 影 」 ・ 「 形 見 」 か を 明 示 し 、 内 容 を 詳 し く

説 明 し な さ い 。 

問 四  傍 線 部 ④ に 見 え る 筆 者 の 状 況 ・ 心 情 は 、 何 に 起 因 す る も の と 考 え る か 。 自 由 に 論 じ な

さ い 。 
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( 二 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

二  次 の 資 料 は 、 芥 川 龍 之 介 に よ る 小 説 「 鼻 」 （ 一 九 一 六 年 発 表 ） の ① 草 稿 ・ ② 現 代 の 文 庫 版

（ 新 潮 文 庫 二 〇 〇 八 年 ） の 冒 頭 部 で あ る 。 ① ② を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。 （ こ の 問

題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ と ） 
 

① 草 稿  

［ 所 蔵 者 の 権 利 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
 

※  左 記 URL 「 「 鼻 」 草 稿 」 の 四 行 ～ 六 行 。 

四 行 目 「 云 へ ば 」 に 傍 線 Ａ 、 六 行 目 「 下 つ て ゐ る 」 に 傍 線 Ｂ を 付 す 。 
 
 
 
 
 
 

（ 山 梨 県 立 文 学 館 所 蔵 「 鼻 」 草 稿 https://digital-archive.pref.yamanashi.jp/database/detail/67 ） 
 

② 現 代 の 文 庫 版  

［ 校 訂 者 の 権 利 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
 

※  芥 川 龍 之 介 『 羅 生 門 ・ 鼻 』 （ 新 潮 文 庫 ・ 平 成 一 七 年 版 ） 、 二 〇 頁 一 行 ～ 三 行 。 

二 〇 頁 一 行 目 「 云 え ば 」 に 傍 線 ａ 、 二 〇 頁 三 行 目 「 下 っ て い る 」 に 傍 線 ｂ を 付 す 。 
 
 
 
 

（ 『 羅 生 門 ・ 鼻 』 新 潮 文 庫 に よ る ） 
 

問 一  傍 線 部 Ａ と ａ に お い て 、 Ａ は 「 云 へ ば 」 、 ａ は 「 云 え ば 」 と あ る 。 こ の 相 違 に つ い て 、

日 本 語 の 音 韻 史 お よ び 表 記 史 の 観 点 か ら 説 明 し な さ い 。 

問 二  傍 線 部 Ｂ と ｂ に お い て 、 Ｂ 「 下 つ て ゐ る 」 ・ ｂ 「 下 っ て い る 」 の よ う に 用 い ら れ て い る

文 法 形 式 「 ～ テ イ ル 」 の 、 現 代 日 本 語 で の 意 味 用 法 を 記 し な さ い 。 そ の う え で 、 「 ～ テ

イ ル 」 の 歴 史 的 変 遷 を 調 査 す る 方 法 を 具 体 的 に 説 明 し な さ い 。 

問 三  ① ま た は ② に つ い て 、 問 一 ・ 問 二 で 取 り 上 げ た 箇 所 以 外 か ら 、 日 本 語 史 の 観 点 で あ な た

が 注 目 す る 箇 所 を 一 箇 所 抜 き 出 し 、 理 由 を 示 し た う え で 詳 し く 説 明 し な さ い 。 
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( 三 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 

＊ 日 本 文 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ａ ) を 、 日 本 語 史 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ｂ ) を 選 択 し な さ い 。 

三 （ Ａ ） 次 の 文 章 は 、 井 戸 川 射 子 「 マ イ ホ ー ム 」 の 一 部 で す 。 こ の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い に

答 え な さ い 。 （ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 横 書 き に す る こ と 。 不 足 の 場 合 は

追 加 用 紙 を 申 し 出 る こ と ） 
 

［ 著 者 の 著 作 権 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 出 典 は 以 下 の 通 り で す 。 ］ 
 

※ 井 戸 川 射 子 『 こ の 世 の 喜 び よ 』 講 談 社 、 二 〇 二 二 年 一 一 月 発 行 、 九 九 頁 一 行 ～ 一 〇 四 頁 一 〇

行 。 

一 〇 三 頁 四 ～ 五 行 「 何 で も 最 初 は 私 と し よ う 、 ス タ バ も ド ト ー ル も 私 と 行 こ う 、 と 二 人 の 脚

を 両 手 で さ す り な が ら 彼 女 は 言 う 」 に 傍 線 ① 、 一 〇 四 頁 八 ～ 九 行 「 私 は 一 人 で 歩 く 時 に 、 両

腕 を ど う 振 っ て い た ん だ っ け と 思 っ た 」 に 傍 線 ② を 付 す 。 
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( 四 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

［ 著 者 の 著 作 権 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
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( 五 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

［ 著 者 の 著 作 権 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 井 戸 川 射 子 『 こ の 世 の 喜 び よ 』 講 談 社 、 二 〇 二 二 年 一 一 月 発 行 、 九 九 ～ 一 〇 四 頁 。 『 早 稲 田

文 学 増 刊 号  家 族 』 通 巻 一 〇 三 七 号 、 二 〇 二 二 年 三 月 初 出 。 ）  
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( 六 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

問 一  傍 線 部 ① 「 何 で も 最 初 は 私 と し よ う 、 ス タ バ も ド ト ー ル も 私 と 行 こ う 、 と 二 人 の 脚 を 両

手 で さ す り な が ら 彼 女 は 言 う 」 と あ る が 、 そ れ は な ぜ か 。 本 文 全 体 の 内 容 を 踏 ま え 、 論

述 し な さ い 。 

問 二  傍 線 部 ② 「 私 は 一 人 で 歩 く 時 に 、 両 腕 を ど う 振 っ て い た ん だ っ け と 思 っ た 」 と あ る が 、

そ れ は な ぜ か 。 本 文 全 体 の 内 容 を 踏 ま え 、 論 述 し な さ い 。 

問 三  こ の 小 説 の 右 の 場 面 に お け る 物 語 内 容 と 物 語 行 為 （ 語 り ） 、 ス ト ー リ ー と プ ロ ッ ト に つ

い て 分 析 し 、 論 述 し な さ い 。  

問 四  こ の 小 説 を あ な た が 論 じ る と し た ら 、 ど の よ う に 論 じ る か 。 小 説 テ ク ス ト 内 の 分 析 、 語

り や 叙 述 、 引 用 や 翻 案 な ど の 他 作 品 と の 相 互 関 係 の 考 察 や 比 較 、 同 時 代 状 況 と の 関 係 性 、

あ な た 自 身 の 問 題 関 心 と 交 錯 さ せ て の 考 察 な ど 、 こ の 小 説 を 論 じ る 場 合 に 、 あ な た が 着

想 す る ア イ デ ィ ア や 方 向 性 を 示 し 、 論 述 し な さ い 。 
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( 七 枚 目 ／ 七 枚 中 ) 
 

三 （ Ｂ ） 次 の 問 い に 答 え な さ い 。 （ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ

と ） 

問 一  次 の 用 語 ・ 事 項 に つ い て 知 る と こ ろ を 述 べ な さ い 。 

（ ア ） 言 海   （ イ ） 富 士 谷 成 章   （ ウ ） 順 行 同 化 ・ 逆 行 同 化  
 

問 二  次 の 資 料 は 『 中 華 若 木 詩 抄 』 の 一 部 で あ る 。 こ れ を 読 み 、 次 の ① ② に 答 え な さ い 。 

①  こ の 資 料 の 日 本 語 史 上 の 位 置 付 け に つ い て 、 知 る と こ ろ を 述 べ な さ い 。 

②  こ の 箇 所 か ら 着 想 で き る 日 本 語 史 の 研 究 課 題 を 設 定 し 、 調 査 方 法 と と も に 説 明 し な さ い 。 

 

（ 東 京 大 学 総 合 図 書 館 所 蔵 『 中 華 若 木 詩 抄 』 （A00:5797 ） 
 https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/assets/438e681b-6c2e-5b3d-0769-92d2f0f566a4 ） 
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令和８（２０２６）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／外国人留学生選抜）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻 （音楽学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
問１ 次の文章を読んで、ここで述べられている音楽観について学術的に説明したうえで、あな
た自身の考えを述べなさい。［配点 50 点］（出典：沼田里衣「障害のある人とともに「音楽文化」
を考えるということ」、音遊びの会『即興がつなぐ未来：音楽と社会の狭間でおっとっと』2025
年、岩波書店、28 頁 7−16 行） 
 
（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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（２枚目/２枚中） 
 
問２ 次の英文記事を要約し、あなた自身の研究テーマと関連させながら論じなさい。 
［配点 50 点］（出典：Zachary Woolfe, “John Cage Shock: When Japan Fell for Cage and Vice 
Versa”, The New York Times (online), Sept. 23, 2023 
https://www.nytimes.com/2023/09/23/arts/music/john-cage-japan-society.html） 

 

（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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